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籾がらの褐変と着色米発生との関係

梅原吉広・若松俊弘＊・中川俊昭

YoshihiroUMEHARA,ToshihiroWAKAMATSU*andToshiakiNAKAGAWA:

Studiesonthediscolorationofricekernelscausedbyfungi.3．Relation-

shipsbetweendiscolorationofricegrainsandoccurrenceof
discoloredricekernels．

昭和53年産米の一部において，藩色した玄米が発生し

問題となった。このような症状はこれまでに，その発生

事例がなく，関係者に大きな衡激を与えた。一方，その

原因究明が急がれ，直ちに対策チームが編成されるとと

もに，調査が開始された。

本報告は，籾の褐変と着色米発生との関係について調

査した結果，本県で発生した各症状の着色米は，いずれ
も，籾の褐変と密接な関係にあることが明らかとなった

ので，その概要を報告する。

2.03．04．05．0

２

１

５

ｅ

Ｏ
５
０
５
０
５
０

一
一
一
寺

５
■一

９４０３０●２

玄米の症状““発生率（％）

第1図籾の症状と各種若色米の発生との関係

よる)，および黒点米類似粒（玄米の腹部を中心に黒色

のくさび状の亀裂の承られるもの）の5症状で，本調査
の中には腹黒米の発生はなかった。

籾の症状と藩色米の発生との関係は第1図のとおりで

ある。正常籾では，淡茶米と暗色米がごくわずかに見ら

れたのに対して，褐変籾では，黒色米,濃茶米,淡茶米，

暗色米および黒点米類似粒が見られ，それぞれの発生率
は正常籾に比較して極めて高かった。特に，濃茶米は
5.1％，淡茶米は55％，暗色米は5.2％の発生率であっ
た。

品種と若色米発生との関係は第2図のとおりである。

I試験 方 法

1着色米調査

農試産5品種(はつかおり，越路早生,ホウネンワセ，

コシヒカリ，日本晴）について，籾表面に褐変部の認め
られない正常籾と籾表面が1/2以上褐変した褐変籾に区
別し，品種，症状ごとに400～1000粒について調査し
た。

2菌の分離

各調査区ごとに，玄米および籾がらについて，それぞ
れ10～40粒を無作為に選び，アルコール，昇耒の常法に
よる表面殺菌後，殺菌水中で数回うつしかえ，洗浄し
た。その後,素寒天平面培地にならべ,25｡C定温条件下
に約4日間静匿させた後，発育してきた菌そうを検鏡，
調査した。

浪茶米淡茶米暗色米

Ⅱ結果および考察

1着色米の種類と品種，籾の症状との関係
着色米の種類は，黒色米（全体が黒く着色し，濃茶米

より被害が激しい玄米，微斑点の認められる暗色米も含
む)，濃茶米（玄米表面が全体に褐変となっている，微
斑点の認められる暗色米も含む)，淡茶米（全体が淡褐
色で，濃茶米より色が淡い)，暗色米（石川農試基準に
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第2図品弧および籾の症状と藩色米の発生率の関係
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褐変籾では，濃茶米，淡茶米および暗色米の発生は各

品種ともに認められ,その発生率は,淡茶米が40～60％，

濃茶米が2～6％，暗色米が0～14％（日本晴で発生が

なかった）であった。これらの発生率は早生種および中

生種で高く，晩生種で低い傾向であった。

正常籾では，淡茶米は日本晴を除く品種でわずかなが

ら発生を認めた。暗色米は越路早生のみで，わずかに認

められたにすぎなく，各症状とも，発生率は禍変籾の場

合に比較して極めて低かった。

以上のことから，各種の着色米は，各品種とも籾の禍

変と極めて高い関係にあることが認められた。

この原因は明らかでないが，籾がらの褐変による水分

や養分の移行不良や籾がら内で生産された褐変物質の移
行などによる玄米の着色および，後述の関与菌の寄生に
よる被害の2つが含まれると推測され，今後検討すべき
と考えられる。

前者については，後述の病原菌の分離結果からも明ら
かなように，黒点米類似粒や淡茶米において，病原菌の

分離されない着色米の率が高く，これらが生理的障害と
考えられる。

後者については，関与菌に直接犯された被害粒と前者
の影響による籾の褐変とこの褐変部を中心に，病原性の
弱い菌が二次的に寄生した場合とが考えられ，今後検討
すべきである。

籾がらの褐変については，岡村（1935）の報告におい
て開花期の温度．特に35.Cで褐変籾や茶米が多発する
ことを述べている。昭和53年度の気象経過は，登熟期間

が記録的な高温条件であった。しかもその間に，早生種
の出穂期である7月中間，中生種の出穂期である8月上

旬に，それぞれ，強いフェーン現象に遭偶した。

籾の褐変と着色米の発生は，これらの異常気象の影響

を強く受けたものと推察される。

品種と着色米発生との関係は，暗色米以外はいずれも

判然としなかった。暗色米の発生は,越路早生(早生種)，

コシヒカリ（中生種）で多く，日本晴（晩生種）では認

められなかった。

これらの差異は，品種個有の差異よりも，前述の出穂

時期の違いによる被害の差異と考えた方がよさそうであ

るが，さらに検討すべきである。

品種による着色米の発生差は，県内の実態調査結果に

おいてコシヒカリや越路早生は濃茶米や黒点米類似粒な

どでは出穂期の近似している他の品種より発生が多かっ

たとする事例が多めだった。

これらのことから，発生の品種間差異，抵抗性の問題

について，不明の点が非常に多く，籾の形態的変化，薪

色程度などについて，イネの生理而，病理面から検討す

館27号昭和54年

る必要がある。

2着色米からの菌の分離

濃茶米，淡茶米および正常米から菌の分離した結果は

第3図のとおりである。
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第3図玄米の症状と菌の分離率との関係
（4品種平均）

渋茶米からの分離は，α"･""Iα充aspp・が約40%と高
く，次にA""”α”αSp.であった。淡茶米は濃茶米とほ
ぼ同様に，α"〃"/α流aspp.とA"""fz"zzsp.の分離が高
かったが，濃茶米に比較してQ"""/α"fzspp.の分離率
が低かった。正常米では，これら両菌の分離率は濃茶米
の淡茶米に比較して極めて低かった。

このように，濃茶米や淡茶米からは,α""〃α減aspp.
およびA"""αがaSp.の分離率が高く若色程度が渡くな
るに従ってC2"""Jα"<zSpp・の分離も高くなることが明
らかとなった。

このことから，これら両菌は漉茶米や淡茶米の発生に
関与していると考えられ，特に，濃茶米ではα‘γ""/α減a
spp.の影響を強く受けたものと推定される。
籾の褐変と玄米の着色の関与菌が同じであるか否かを

明らかにするため，同一試料をそれぞれ分離,対比した
結果は第4図に示した。

－－＝二一一

正柑籾籾がら［＝＝亘．
玄米_■

褐変籾籾がら■■■■■■
_弓ニニー玄兆■■■■■~
籾の症状部位20406080

籾がら

玄米
一一

籾がら

玄米

｢－F了戸うて~〒FT1

］ i

陸
■
。’

1020510

分離率（％）

第4図籾の症状と籾がらおよび玄米かの菌の
分離との関係

A"g"Z"'ffzsp.は正常籾と褐変籾，籾がらと玄米のい

ずれからも高率に分離された。特に，籾がらからは，両

症状ともに約80％の高い分離結果を示した。

これに対し,〈，"γ”/α減aSpp・は，正常初の場合,玄米

でわずかに分離されたが，籾がらからは分離されなかつ
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た。しかし，褐変籾では籾がら，玄米ともに約10%以上

の分離率を示し，正常籾に比較して極めて高かった。

A""""f@'Qmlicﾙ〃は腹黒米の発生が認められなか

ったが，玄米から，両症状ともに2～4％が分離され

た。

以上の分離結果から，褐変籾に関与する病原菌として

は，α"'"zJIαγf@spp・の影響が大きいと考えられる。

“”ﾂ8α流asp･は分離率が顕著に高い特徴を持っている

が，正常籾からも高率に分離されることから,接種試験

等による病原性の有無の判定にまたなければならないと

思われる。

しかし，これら両菌の着色米の関与については，青柳

ら（1951）はJ型変色籾より,BγαchyS'off24"zおよび

A"膠ywQ"αを高率に分離されることを認め，木谷ら(19

70）は穂枯れ症状を示す穂から“"ﾉ郷Jαγ"""αｵα,AI-

#""α切り極zeを分離，同定，接種によって,穂に対し

て弱い病原性のあることを認めている。

また,Tullis(1936)は米国産の若色玄米から9Cw'-

"JQ”α〃跡afaA"ﾛ"fαγf@spp･など，数種の菌を分離し，

関与菌であることを報告している。

Alan(1939)はCwUWnffalz"2grαを開花期等に浸

漬接種して，黒色玄米の発生することから原因菌と推定
している。

これらの報告などから,Q"wGI"fαおよびA"E""力α

のいずれも，関与菌としての可能性は高いと推察され
る。

A"巴"z"fα’α血応c城は田村(1976)の報告のように,
腹黒米の関与菌であるが，淡茶米からも分離されること
から，症状発現における，地域性や品種間差異などがあ
るか否か，今後検討する必要がある。

Ⅲ 摘 要

籾の褐変と若色米の発生との関係および籾がらおよび

玄米の症状と菌の分離結果との関係について検討した。

1本調査において認められた着色米は，濃茶米，黒

色米，淡茶米，暗色米および黒点米類似粒であった。

2これらの発生はほとんどが褐変籾からで，正常籾

からの発生は極めて少なかった。発生と品種との関係は

明らかでなかったが，早，中生種の品種で多い傾向が認

められた。

3試料が十分に確保された濃茶米および淡茶米につ

いて，被害粒から菌の分離を行なった結果，これから．

CW"""f@spp.およびA""泥a"@sp・の分離率が高か

った。特に，濃茶米からはα"'"""faspp･が高率に分

離された。
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着色米多発ほ場における発生分布事例

湯野一郎・藤木宗吉・前坂正二・梅原吉広＊

IchiroYUNO,SokichiFUJIKI,ShojiMAESAKAandYoshihiroUMEHARA*;
Studiesonthediscolorationofricekernelscausedbyfungi.

4．Distributionofthediscoloredricekernelsinapaddy6eld.

イネ籾が登熟期に入って褐変する異常現象は一般的に
みられる現象である。籾の褐変現象と着色米の発生との

宮山県東部洞害虫防除所T6buPlantProtectionOffice,
Shinjiku,Uotsu,Toyama,"7

*富山県農梁賦験場ToyamaAgriculturalExperimentSta･
tion｡Yoshioka,征byama，唖-11

関係については，まだ検討されていない。1978年に富山

県の各地で褐変籾の多発生が認められ，また著色米も発

生した。そこで，籾の褐変と着色米の発生との関連性が

あるのではないかと考えられた。

本報告は，褐変籾の多発生ほ場を選定し，若色米の発

’


